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【緒言】近年、金属Metal-Insulator-Metal (MIM)構造によるプラズモニックカラーという新しい色

材が注目されており、特に、地球上に豊富に存在し安価なアルミニウムを用いた研究が盛んに行

われている 1)。一方で、アルミニウムMIM構造の大量生産手法の報告は我々の知る限りない。そ

こで本研究では、ボトムアップ手法によるアルミニウムMIM構造の作製法を検討した。 

【実験方法】１層目のアルミニウムをホウ珪酸ガラス基板上(15×15×10t mm)に 120 nm蒸着した

(SVC-700TMSG/7PS80, Sanyu Electron Co., Ltd)。その後サンプルを電気炉にて 2.5 ℃/min.で昇温、

450 ℃で 30 min.保持した。その上に、2層目のアルミニウムを 50, 

60または 70 nm 蒸着し、電気炉にて 5 ℃/min.で昇温、550また

は 600 ℃で 30 min.保持し、表面酸化による insulator層導入を検

討した(Fig. 1)。得られた試料の散乱スペクトルを、積分球ユニッ

トを導入した UV-Vis により測定した。また、試料表面の様子を

光学顕微鏡、走査型電子顕微鏡を用いて観察し、試料断面の様子

を透過型電子顕微鏡を用いて観察した。さらに酸化状態を観察す

るため、オージェ電子分光分析とエネルギー分散型 X線分析を検

討した。 

【結果と考察】2層目にアルミニウム 60 nm蒸着 600 ℃焼成の試

料写真と UV-Visスペクトルを Fig. 2に示す。試料は観察角度によ

って異なる色を呈した(Fig. 2a, b)。正反射光を含まない(Specular 

Component Exclude, SCE)スペクトルピークは散乱がある場合にの

み観察される。このピークが正反射光を含む (Specular Component 

Include, SCI) スペクトルのディップと一致する場合、生じている

モードは薄膜干渉によると考えられる。Fig.2に示した試料では、

750 nmにおいて薄膜干渉以外の SCEスペクトルピークが見られ、

これは MIM 構造によるプラズモニックカラーによるモードと期

待される。試料の詳細な構造についてはポスターにて発表する。 
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Fig. 1 Fabrication procedure. 

Fig. 2 (a) SCI appearance, 

(b) SCE appearance, and (c) 
reflectance spectra of 

fabricated samples. 
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